2002年度　感染症内科卒業試験

	問1.   ｢感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律｣(感染症新法)において1類感染症に指定されている感染症のうち、以下の記述にあてはまる病名を記しなさい。

1) 本症は、ノミの刺咬により感染する。急激な発熱、頭痛、悪寒、倦怠感、食欲不振などの強い全身症状を呈する。肺炎を合併すると、２次感染力が強い。ストレプトマイシン、テトラサイクリンが有効。

2) 本症は、1967年にヨーロッパで最初の症例が報告されたが、好発地域は中央アフリカである。発症は突発的で、発熱、悪寒、頭痛、筋肉痛に続き、発症数日目頃より躯幹部に発疹が認められることが多い。回復例でも長期にわたって、肝炎、精巣炎、ぶどう膜炎などが認められることがある。

3) 本症の好発地域は、西アフリカである。本症の原因となるウイルスを保有するネズミの排泄物との接触や汚染食物の摂取により感染する。通常は発熱と倦怠感が徐々に始まる。発症早期のリバビリン投与による死亡率の低下が証明されている。

4) 本症の好発地域は中央アフリカであり、アフリカ以外での発症は報告されていない。ヒトからヒトへの感染力が極めて強い。致死率はきわめて高く、50％以上である。消化管出血が主な死因となる。

5) 本症は、アフリカ、東ヨーロッパ、中近東を含むアジア、ロシア南部、中国西部などで患者の発生が確認されている。本症の原因となるウイルスを保有する家畜の血液や体液を介して感染することが報告されている。突然の発熱、頭痛、筋肉痛、関節痛、上腹部痛などで発症し、DICを合併することがよく認められる。


1)ペスト　2)マールブルグ病　3)ラッサ熱　4)エボラ出血熱　5)クリミア･コンゴ出血熱

　感染症新法では、感染症は１～４類に分類されている。1～３類および一部の４類感染症(全数把握)については、医師は最寄りの保健所長を経由して都道府県知事へ届けるよう規定されている。ただし結核については、別に結核予防法で扱われている。

１類感染症‥‥上記の５つ

２類感染症‥‥急性灰白髄炎、コレラ、細菌性赤痢、ジフテリア、腸チフス、パラチフス

３類感染症‥‥感染腸管出血性大腸菌感染症

４類感染症‥‥その他多数

	問2.   次のうち誤っているものを選びなさい。

1)飛沫感染は、咳･くしゃみ、あるいは気管吸引時などに生じる飛沫に病原体が付いており、それが気洞粘膜などに付着することによって起こる。飛沫感染予防策をとるべき病原体としてB型インフルエンザ桿菌、髄膜炎菌、マイコプラズマ、インフルエンザウイルス、ムンプスウイルス、風疹ウイルスなどがある。

2)医師B(男性)は、HIV感染患者の担当医となったが、採血の際、注射針で指を刺してしまったので、直ちに血液を搾り出しながら流水で十分洗い、消毒用エタノールで消毒した。その後すぐに専門医と相談し、抗HIV薬を内服することにした。

3)針刺し事故防止のため、通常のものより高価な安全機構付きの器材が導入されてきているが、安全機構付きの器材を導入したことで針刺し事故が減少したというエビデンスはないので費用の面から無駄な対策である。

4)医師Aは、呼吸器症状を主訴に来院した患者を診察し、喀痰の抗酸菌検査をしたところ、塗沫陽性ガフキー4号、PCR法で結核菌との結果を得た。医師Aは診察中、通常のマスク(メディカルマスク)をしていたので、医師Aへの結核菌感染の危険はない。

5)高カロリー輸液を行うため、中心静脈カテーテルを挿入することにしたが、カテーテル関連血液感染の危険を考え、カテーテル内腔数の少ないもの(シングルルーメン)を選択した。

A) 1, 2   B) 2, 3   C) 3, 4   D) 4, 5   E) 1, 5


1)○　空気感染対策が必要なのは、結核･麻疹･水痘。

2)○　

3)×　

4)×　通常のマスクではなく、N95マスクである必要がある。

5)○　

                                   　　　　　　　　　　　　　　　正解　C

	問3.   消化管感染症について、正しい組み合わせはどれか。 

1) 抗菌剤関連腸炎の３大原因菌はClostrididium difficile,  MRSA,  Klebsiella oxytoca である。

2) 日本におけるA型肝炎の発生は８月がピークである。

3) ヒトのE型肝炎ウイルスとほとんど同じウイルスが牛で見出され、人獣共通感染症(zoonosis)の可能性が考えられている。

4) 日本で発生するコレラの90％以上は輸入感染症である。

5) SRSVによる食中毒の特徴は集団食中毒の多いことである。

A) 1, 2, 3   B) 1, 2, 5   C) 1, 4, 5    D) 2, 3, 4   E) 3, 4, 5


1)○ C. difficileは偽膜性大腸炎、K. oxytoca は出血性大腸炎の起炎菌となる。

2)× Ａ型肝炎は毎年冬から春に増加し､夏に減少する。

3)× 牛ではなく、豚から検出されている。

4)○ 国内での感染例の報告もあるが、輸入魚介類などの汚染が原因と推定されている。

5)○ 毎年冬に生ガキなどで発生。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正解　C

	問4. 胃癌化学療法で中心静脈栄養中の73歳女性が3日前から38度の発熱とともに霧視を訴えている。

あなたはどのように対処するか。解答欄に正しければ○を、誤っていれば×を記入しなさい。

1) 血液培養をとる。

2) 中心静脈栄養カテーテルを抜去する。

3) SIRSの状態にあるかどうかチェックする。

4) すぐ抗菌薬を投与する。

5) 霧視の原因は真菌感染が考えられる。


1) ○　菌血症が疑われる場合には常に血培の適応がある。

2) ○　

3) ○　敗血症性ショックであれば、細菌学的検査の結果を待たずに治療を開始する必要がある。

4) ×　抗生物質の投与は明らかな細菌感染症に限定されるべきである。

5) ○　真菌感染による霧視は90%以上がCandida albicansによる。カンジダ血症はIVH時に見られやすく、カンジダ血症の30%に真菌性眼内炎が生じる。脈絡膜に引っかかったカンジダが引き起こす炎症（網脈絡膜炎）で、初期には飛蚊症や目の霞みを訴え、やがて硝子体混濁を引き起こして失明することもある。

	問5. 病院感染症hospital-acquired infectionについて正しい記述の組み合わせはどれか。

1) 病院感染症は集団発生を認めた場合のみ問題となる。

2) 病院感染症は医療過誤medical errorとして認識されるべきである。

3) 病院感染症で最も多いのは外科手術部位感染症SSIである。

4) 病院感染症サベイランスにより医療の質を確保することが重要である。

A) 1, 2, 3   B) 1, 3   C) 2, 4   D) 4のみ   E) 1, 2, 3, 4のすべて




1) × 2) ○  3) ×  4) ○                                   正解　Ｃ

	問6. 空気感染対策が必要な病態はどれか。正しい組み合わせはどれか。 

1) 免疫不全症を背景とした帯状疱疹

2) 成人麻疹

3) バイオテロによる天然痘

4) エボラ出血熱

A) 1, 2, 3   B) 1, 3   C) 2, 4   D) 4のみ   E) 1, 2, 3, 4のすべて


1) ○　気道でもウイルスが増殖するので空気感染と接触感染がある。
2) ○　空気感染・飛沫感染・接触感染。
3) ○　飛沫感染及び空気感染。
4) ×　接触感染

選択肢の都合上Aを選ぶ。　　　　　　　　　正解　A

飛沫感染と空気感染の違い

飛沫が空中で乾燥して、飛沫の中に含まれる微生物を含む感染性粒子を飛沫核 といい、この飛沫核の吸入による感染を 空気感染（飛沫核感染）と呼ぶ。

直径５μｍ以上が飛沫で、５μｍ以下が飛沫核である。落下速度は、飛沫は３０～８０cm/secで、飛沫核は０．０６～１．５cm/sec。飛沫は通常１ｍ以内に散布されるので、１ｍの空間分離を行えば、特殊な空調などは必要ない。　　　　
